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卒業おめでとう！

とうとう最後の学年通信になりました。

担任の先生方からのメッセージは、「わかば」をしっかり読んでください。

今回の学年通信では、「お世話になった先生方」からのメッセージを掲載させていただきます。

先生方の思いを胸に、夢に向かって大きく羽ばたいてください。

お世話になった先生方からのメッセージ

小林 先生（地歴公民科）

３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。

2020年は新型コロナウイルスに翻弄された年でした

ね。行き場のない不安・怒りは、今もみなさんの心の中に

あるかと思いますし、これからしばらくは、この状況は続

くでしょう。

こんな時だからこそ「どのように生きるのか」、が問わ

れます。「私」しか「生きる」ことはできません。生きてください。

青田 先生（英語科）

“Love the life you live. Live the life you love.”

数年後、同窓会で「高校って楽しかったなぁ。」と東宇治での思い出を語ってくれたなら、

こんなに嬉しいことはない。「あの頃は良かったなぁ。」と溜息と共に語るのであれば、こ

んなに悲しいことはない。

東宇治での日々を糧に、「やっぱり、今が最高！」と言えるような人生を歩んでいってく

ださい。心をこめてこの言葉を贈ります。「卒業おめでとう」

羽田 先生（理科）

ご卒業おめでとうございます。

みなさんにとって、東宇治での３年間はどんな毎日でしたか。

私は授業や学校行事や部活で様々な表情を見せるみなさんから、毎日元気をもらっていま

した。また、１日１日変化し成長するみなさんが、輝いて見えました。

４月からは、そんなみなさんに会えないと思うと寂しいですが、いつかパワーアップした

みなさんに会える日を楽しみにしています。それまで、どうぞ元気で！



村上誠 先生（芸術科）

先の見通せない世の中ですが、

大事なのは、今までのあなたじゃなく、これからの貴方。

挑戦を恐れず前向きに生き抜いてください。応援しています。

～ 『 踏まれた 草にも 花が咲く 』 ～

寺田 先生（英語科）

辻 先生（養護教諭）

ご卒業おめでとうございます。

私は車に乗る時いつもFMラジオを聞いているのですが、先日心に残った言葉がありまし

た。パーソナリティかゲストかも忘れ、詳細もはっきりしませんが、「我慢をすると思わず、

『受け入れる』と捉えることにしている」という内容でした。「我慢が足りない！」と言わ

れることがよくあると思いますが、“受け入れる“と思えば、ちょっと気が楽になるかなぁ

と思いました。皆さんの幸せを願っています。

和田 先生（英語科）

ご卒業おめでとうございます。

３年１組と３年E１講座のみなさんとの授業をのんびりと楽しませていただきました。

受験を意識していろんなことに取り組んでいるみなさんを応援しているつもりでしたが、

こちらは本当につもりだけで終わってしまいました。

長い人生の中で、まだまだ頑張らないといけないことがたくさん出てくるかと思われます。

その時は、３年間東宇治高校で経験したことを思い出して、乗り切ってください。

ご多幸をお祈りします。



大野 先生（保健体育科）

卒業おめでとうございます。

東宇治高校の３年間は、優しい先生たちに囲まれ様々なことを準備してもらい活動してい

たかと思います。これからは、自ら考え行動し、責任を担う立場となります。

どんなときでも、持ち前の明るさを忘れず、様々なプレッシャーに負けず、頑張ってくだ

さい。

栗山 先生（保健体育科）

３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。卒業後それぞれの人生を歩んでいくことに

なりますが、常に自分の足元を見つめ、地道にひたむきに自分の人生と向き合ってください。

“人間は情熱や冒険心、理想を失った瞬間から老いる” と言われています。

みなさんには若さや健康的な明るさがあります。これはみなさんに与えられた特権です。

一人一人が持っている素晴らしい能力を開発して夢や希望を実現してください。

盛武 先生（理科）

ご卒業おめでとうございます。

皆さんが活躍する未来できっと、どうにもならない壁に直面することもあります。

ですが、途方もない壁も90°首を捻ると違った道が見えます。恐れず『回れ右』で進み

ましょう。たくさんの新しい発見や感動に出会うと同時に、『壁に挑んだ努力』は既にあな

たの力です。

失敗を恐れず挑戦し、自分の『できること』と同時に『できないこと』を把握して、自分

の道を切り開いて、活躍してくさい。

一井 先生（地歴公民科）

卒業おめでとう！

まだこれから楽しいことがいっぱい待っています！

そんなすばらしい人生をじっくり楽しんでください！

もし有名になったら必ず連絡してください。あなたを自慢のネタにします。

伊達 先生（地歴公民科）

ご卒業おめでとうございます。

皆さんにはこれからの人生で様々な試練や壁が待ち構えていると思います。そんなとき、

「無理だ」と思わずに一度全力でぶつかってみてください。限界を自分で決めていると成長

することはできません。「無茶」な事はしてはいけませんが、「無理」はしても大丈夫です。

いろんな事に挑戦して、たくさん失敗してみてください。苦労して回り道をした人には必

ず良い景色が見えると思います。人生を楽しんで！

髙村 先生（英語科）

卒業おめでとう。

コロナ禍での新たな旅立ちとなりましたが、健康にはくれぐれも気を付けて頑張って下さ

い。Where there is a will there is a way.



二橋 先生（理科）

45期生のみなさんは、

元気！ がさつ！ でも繊細！！ という印象があります。

どうぞ頑張ってください。

３５６Bのみなさん、少数精鋭でとても楽しい１４６時間でした。

あまり実験できなくてごめんね。

近藤 先生（国語科）

安宅和人氏曰く、「若さは最も貴重な資源であり、しかも毎日なくなっている。」と。

何でもできる！何者にでもなれる！ことを忘れないで。

ご卒業おめでとうございます。

田原 先生（数学科）

3年生のみなさんへ

卒業おめでとうございます。

自分の人生が楽しくなるにはどうすればいいかを考えて、前に進んでください。新型コロ

ナウイルスが収束して、今までのように自由に行動できるようになれば、海外に行ってその

様子を感じてください。

飯田 副校長先生（数学科）

卒業おめでとうございます

今年は、コロナ禍にあり、長期にわたる臨時休業や行事の中止・変更等、今までに経験し

たことのない学校生活を送ることを余儀なくされました。そんな中、３年生の誰もがそれぞ

れの進路実現に向けて大いに努力し、一生懸命頑張ったと思います。まずは、その努力に敬

意を表したい。そして、巣立ちゆく若者に私の好きなことばを、贈ります。

それは 素 心 深 考 です。数学者広中平祐氏がよく使っていた言葉です。

広中先生とは少し解釈が異なるかもしれないが、私のこの言葉の解釈は、「素直な 心で、

深く、考える人」になってほしいということです。これからが人生の本舞台です。

諸君の前途に幸あれ！




